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◆男女共同参画・ダイバーシティに関する委員会 

（平成 28 年度第 3 回） 

議 事 録  

2017 年 3 月 1 日 (水) 開催 

時 間 15:00～17:00 場 所 地盤工学会会議室 

田 中 委 員 長 〇 亀村オブザーバー × 山 口 ( 恵 ) 委 員 〇 

西 岡オブザ ーバ ー × 熊 野 委 員 〇 渡 邊 委 員 × 

清 木 委 員 〇 隅 倉 委 員 × 高 原 委 員 〇 

片 岡 委 員 〇 山 口 ( 智 ) 委 員 × 小 林 委 員 〇 

鳥 巣オブザ ーバ ー × 藤 澤 委 員 〇 平 永 委 員 〇 

藤 田オブザ ーバ ー 〇 北田オブザーバー ○ 工藤オブザーバー 〇 

○：出席 ×：欠席 △：未定

議事録担当者の選出 

藤澤委員 (28-2) → 山口(恵)委員(28-3) → 山口(智)(28-4) →  平永委員(28-1) 

前回議事録の確認 【別紙 - 1】pp.1～ 2 

【議 題】 

【報告事項】

１．会員支部部会の動き（田中委員長）

第 10 回理事会 会員・支部部会からの資料・議事録 【別紙‐2】pp.3～34 
・年会費のシニア割引について

・理事会に提出した．

・減免制度は大きな割引になるため，Web に移行してもらう意見もある． 
 ・正会員の会費は長年据え置きのため，見直し（値上げ）をしてもいいのではないか．

・住宅産業新聞への記事掲載の報告

・全地連の機関紙である「地質と調査」に人材育成の特集で記事を執筆

・中部支部のシニア層の活動報告

・減免継続に関する資料

・利用者の在会率は高いが，サンプルが少ないのでもうすこし長期的に観察する必要がある．

・現在は 1 年毎の更新だが，2 年更新にしてもいいのではないか． 
・研究者紹介のページを HP にアップしたことを報告 
・予算案

・収入は減少傾向にあるため，経費の削減が必要．

・Web 会議の活用を本格的に行わなければならない状況． 
・座談会でも懇親会込みで出費が無いように会費設定を行う必要がある．

２．土木学会などの動き（田中委員長）

・おおさか ATC グリーンエコプラザビジネス交流会 【別紙‐3】p.35 
・女性技術者のトンネル坑内入場に伴い，法律改正の必要性がでたため，WG で検討開始 

３．委員会 HP の更新（熊野委員） 
・4 月に HP が大幅リニューアルとなるため，更新される予定 
・更新後，掲載内容の確認や検討を行う

４．サポータメール配信（小林委員）

・10 月 26 日，12 月 25 日に各イベントの案内やお礼，報告を行った 
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・技術者紹介の Web 版が掲載されているので，近日中に配信する 
・今後も順次更新されるたびに配信予定 

 
【審議事項】 
１．2017 年度 業務分担（田中委員長） 【別紙‐4】p.36 
委員長 片岡 ダイバーシティ担当理事 北田 

全国大会 特別セッション 山口(智)，平永 若手座談会 熊野，藤田，小林 
全国大会 カフェ 藤澤，隅倉 夏の学校 山口，渡邊，清木 
全国大会 託児所 片岡   
連絡会 田中，隅倉，片岡 技術者紹介（Web） 藤澤，高原 
サポーターメール 小林 内閣府 理工チャレンジ 小林 
委員会 HP 熊野 JSCE ダイバーシティ 

委員会連携 
平永 

 
２．座談会について（熊野委員） 
  ・各支部，各学協会でも様々な座談会が開催されているため，それらの開催時期と内容を把握

する必要があるのではないか？（時期や内容のブッキングを避けるため） 
  ・本部という位置づけなのか，関東主体とするのかで求められるテーマは異なってくる可能性

あり 
  ・各支部の委員が集まって，出張座談会はどうか？ほかの学協会とのコラボもありなのでは？ 
  ・そもそも，毎年やる必要性があるのか？ 
  ・次回委員会までに各支部の動向を探る 
 
３．全国大会 特別セッション，サロン・土・カフェ W（藤澤委員，田中委員長） 
  ・特別セッション：登壇者（案）（3 名：女性，若手，シニア，外国籍） 
    女性：徳永(佐野)さん，3 人子育てしながら自営で解析業務 
       小高先生のところにいる女性の先生 
    シニア：野口さん，元名古屋市，現在は自営で地盤改良のコンサル 
    外国籍：張先生，名工大 
 
  ・サロン・土・カフェ W：会場   【別紙 - 5】pp.37～39 
   ・2 号館 3 階のロビーに決定 
 
４．メンター制度レポート（高原委員・田中委員長）         【別紙‐6】pp.39～58 
  ・目的は地方における人材不足のフォロー 
  ・メンター，メンティー両者にメリットがあるようなシステム作りが重要 
  ・メンター，メンティーのマッチングのとり方，双方のガイドラインが必要 
  ・苦情処理を含めたマネジメントを考える必要がある 
  ・次回理事会（3 月 17 日）にて提出予定 
 
５．次回開催日の確認： 2017 年 5 月 23 日（火）15 時～ 
 

2016 年度第 1 回 2016 年 7 月 8 日 
     第 2 回 2016 年 11 月 2 日 
     第 3 回 2017 年 3 月 1 日（来年度役割分担，座談会日程決定，全国大会（7 月）

DS 登壇者） 
     第 4 回 2017 年 5 月 23 日（座談会，全国大会，夏の学校…詳細審議） 

以 上 


